
●地球温暖化対策関連   

 新宿区の CO2 排出量は 3,137 千ｔ（2008 年）であり、1990 年（2,464 千ｔ）と比較して

増加しています。 

この内訳を見ると、「民生部門（業務）」が約 6 割と突出しています。全国的には工場な

どの産業部門が最も多くなっており、オフィスやサービス業などが集中する新宿区の地域

特性を反映していると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こうした現状に対し、区では CO2 削減に向けた取り組みを実施しています。太陽光など

再生可能エネルギーの利用やカーボンオフセットによる取り組み、さらにはライトダウン

キャンペーンなど区民・事業者とのイベント実施などにより、平成 22 年度は約 1,100ｔの

CO2 を削減しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新宿区の区有施設における、環境保全のための取り組みは以下のとおりです。小学校等

における太陽光発電施設の設置をはじめ、壁面緑化や屋上緑化、遮熱透水性舗装の実施な

ど様々な取り組みが行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「新宿区地球温暖化対策指針」（H23.3） 
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１ 社会的動向の把握 

(1)近年の環境動向のトピック

【新宿区における部門別二酸化炭素排出量の推移】　　※単位：1000ｔ-CO2
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【新宿区と国における部門別二酸化炭素排出量の比較】
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資料１ 

新宿区の事業による CO２削減量（２２年度実績） 
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●ヒートアイランド関連   

 ヒートアイランド現象の要因としては、クーラーや車などからの人工排熱の増加に加え、

都市の緑の減少などが挙げられます。新宿区の緑被率（H22）は 17.87％と前回調査（H17）

からは微増しているものの、今後とも緑量の増加が求められます。 

下図は、新宿区の緑被地と熱分布（地表面）を示したものです。新宿御苑や戸山公園な

ど、まとまった緑で覆われた部分は、熱分布が低くなっている状況が見られます。 

ただし、比較的緑が豊かな落合地区で熱分布が高くなっているなど、ヒートアイランド

現象は緑の分布だけの要因によるものではありません。建築物の分布状況や風の通り道を

確保するなど、都市構造面における対策も求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※地球観測衛星「Landsat-5/TM」撮影（2010 年 7 月 23 日） 

 

 ヒートアイランド対策に向けた取り組みの一つとして、新宿区では平成 20 年度から毎

年「新宿打ち水大作戦」を展開しています。小中学校など区有施設、団体・企業、個人な

どの協力により、平成 23 年度は延べ約 15,000 人が参加して実施されました。 

 地区協議会、シルバー人材センターや商店街のボランティアの方々が、鶴巻南公園の災害用

井戸水を利用して打ち水を行い、路面温度は 29.5℃から 25.8℃に低下したとの報告がありまし

た。 
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●エネルギー政策関連   

 今年 3 月に発生した東日本大震災は、計画停電という思いもよらぬ形で首都圏にまで影

響を及ぼしました。幸い新宿区は計画停電対象外ではありましたが、これを機に省エネル

ギーの一層の推進やエネルギー政策の見直しなどが喫緊の課題となりました。  

 東京都では震災後間もない平成 23 年 5 月に「東京都電力対策緊急プログラム」を示し、

この中で“過度の電力依存社会からの脱却”を掲げました。具体的には「節電の徹底と、

過度に電力に依存した生活様式の見直し」と「『東京産都市型電力』によるエネルギー源

の多様化・分散化」を柱としています。 

 この『東京産都市型電力』は、商用電源のみに依存するのではなく、自立型・分散型の

エネルギー源を独自に確保しリスクを分散するという考え方で、従来には無い新しい視点

として注目されます。具体的には、公共施設における自家発電設備の設置、優先利用や、

家庭や中小企業などへの再生可能エネルギー、自家発電機の導入等による電力確保支援な

どが挙げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

「東京都電力対策緊急プログラム」（H23.5） 

http://www.metro.tokyo.jp/INET/KEIKAKU/2011/05/70l5r200.htm 

 

 

 

 

 新宿区においても東日本大震災の影響を踏まえた

活動として、従来の“ストップ温暖化大作戦”を発

展させ、今年度は「ストップ停電＆温暖化 節電大

作戦！！」として節電対策を展開しました。家庭、

事業所への節電の呼びかけや、イベントによる啓発

などを実施しました。 

 区役所や区有施設でも節電に努めた結果、都内自

治体における庁舎節電率ランキングで新宿区は第一

位となりました。 
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●グリーンイノベーション   

 グリーンイノベーションとは、環境エネルギー分野での革新（イノベーション）を起こ

すことで環境と経済の両立を図り、新たな産業と雇用の創出やライフスタイルの変換など

により持続可能な社会を実現するものです。 

 この考え方は、政府の「新成長戦略」（平成 22 年 6 月 18 日閣議決定）で 7 つの戦略分

野の筆頭に位置づけられ、具体的には再生可能エネルギーの普及・発展、環境未来都市の

創造、森林・林業の再生が掲げられています。環境分野で、140 万人の雇用と、50 兆円の

需要を創造することとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新成長戦略を受け、環境省では平

成 22 年 4 月に「環境経済成長ビジョ

ン」を策定しました。現在の環境政

策を通じて経済再生や地域の活性化

につなげる取組を進めつつ、今後さ

らに、国際社会に先駆けて環境保全

の視点を大胆に社会・経済活動に織

り込み、潜在的な需要の顕在化、競

争力の強化、持続的発展の基盤整備

を通じて 21 世紀型の経済成長を実現

し、世界を視野に入れた新たな日本

経済の発展の基盤を築くとしていま

す。この中では、６つの重点プロジ

ェクトが掲げられています。 

 また、国土交通省や経済産業省で

は、環境面に配慮したまちづくりの

視点からの施策が進められています。

国土交通省では平成 22 年 8 月に「低

炭素まちづくりガイドライン」を示

し、交通・都市構造分野、エネルギ

ー分野、みどり分野の３つの視点から環境負荷の少ない集約型都市構造を目指すとしています。 

 経済産業省においても、再生可能エネルギーをまちづくりに取り入れた「スマートコミュニ

ティ」などの取り組みが検討されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【環境経済成長ビジョン 重点プロジェクト】 

１．環境ファイナンスの活用による低炭素化加速化 

２．アジアへ、そして世界へと広がる環境ビジネス促進 

３．ゼロエミッション・ハウスの実現 

４．重点エリアにおける「低炭素・経済活性化社会基盤」集中整備 

５．エコツーリズムの推進を始めとした自然と共生する地域づくり 

６．次世代自動車の導入促進等交通システムのエコ化推進 

 

（参考）ゼロエミッションハウスのイメージ 
※北海道洞爺湖サミットにおける『ゼロエミッションハウス』展

示より（経済産業省） 

 

（参考）スマートコミュニティのイメージ 
※資源エネルギー庁「次世代エネルギー・社会システム協議会（第１３回）」資料より（平成 23 年 6 月） 
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（２）国・都の上位計画の動向 

 ここでは特に今年 3 月の東日本大震災後の環境政策の動向として、経済産業省資源エネルギ

ー庁におけるエネルギー基本計画の見直しと、東京都における今後の環境政策のあり方につい

て整理する。 

 

①エネルギー基本計画の見直しについて（経済産業省：平成 23 年 12 月 12 日） 

 東京電力福島第一原子力発電所の事故により、喫緊の電力供給のあり方と、今後のエネルギ

ー政策ついての白紙からの戦略構築を背景に、経済産業省資源エネルギー庁の総合資源エネル

ギー調査会総合部会基本問題委員会において平成 23 年 10 月 3 日より具体的な検討が進められ

ている。 

 これまで 7 回の委員会が開催され、12 月 12 日の委員会にて「新しい“エネルギー基本計画”

策定に向けた論点整理（案）」が提示されたので、この概要を以下に整理する。ただし、議論に

ついてはまとまらず、次回委員会に持ち越しとなっている。 

 

●エネルギー基本計画見直しに求められる視点 

① 「需要サイド」を重視したエネルギー政策 

・需要サイドにおける電源等の選択肢や、節電等に対するインセンティブを提示し、需要構

造自体を改革 

② 「消費者」、「生活者」や「地域」を重視したエネルギー政策 

・これらの「創エネ」「少エネ」（エネルギー消費の絶対量の削減）等による需給構造の変革 

③ 国力を支えるエネルギー政策 

・エネルギーの安定かつ低廉な供給、安全保障、技術開発の強化 

④多様な電源・エネルギー源を活用するエネルギー政策 

・電力に加え、熱、ガス、水素、バイオ等のエネルギー源をも適切に組み合わせ、市場全体

で効率的に利用 

 

●望ましいエネルギーミックス及びエネルギー政策の改革の方向性 

 平成 22 年 6 月策定のエネルギー基本計画では、2030 年に電源構成の過半を原子力に依存す

るとしていた。しかし、今回の反省を踏まえ、以下を基本的方向として今後議論を深めるとし

ている。 

① 需要家の行動様式や社会インフラの変革をも視野に入れ、省エネルギー・節電対策を抜本的

に強化すること 

② 再生可能エネルギーの開発・利用を最大限加速化させること 

③ 天然ガスシフトを始め、環境負荷に最大限配慮しながら、化石燃料を有効活用すること（化

石燃料のクリーン利用） 

④ 原子力発電への依存度をできる限り低減させること 

 

 

 

 

 

 

 

◆エネルギーのベストミックス（メリット、デメリット） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆エネルギーのベストミックスのシナリオ作成上の論点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合資源エネルギー調査会総合部会 第４回基本問題委員会 

資料３ 「エネルギー・ベストミックスと総合的視点の必要性」（豊田委員提出資

料）より 

総合資源エネルギー調査会総合部会 第４回基本問題委員会 

資料６ 「提案資料」（飯田委員提出資料）より 
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②東日本大震災を踏まえた今後の環境政策のあり方について（中間とりまとめ） 

（東京都：平成 23 年 11 月 21 日） 

 東日本大震災を受けて東京都が直面した課題として以下の３つを掲げ、これに対する早急な

対策を講じることとして、東京都環境審議会において議論されてきた内容の中間とりまとめで

ある。これに対してパブリックコメント（H23.12.20 まで）を行い、平成 24 年春に答申を行う

ものとしている。 

 

●東日本大震災を受けて東京都が直面した３つの課題認識 

①省エネルギーとエネルギー供給の安定確保・低炭素化 

②震災に伴う環境リスクへの対応 

③東日本大震災及び原子力発電所の事故によって日本及び東京の国際的地位が低下している

という現実 

 

●中間とりまとめの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注） 

※ベストプラクティス 

ある結果を得るのに最も効率のよい技法、

手法、プロセス、活動などのこと。 

 

※ソーラーオブリゲーション 

「新築の建築物には、一定比率の太陽熱利

用を義務づける」ことで、新築の建築物は、

必ず自然エネルギー導入の検討をしなければ

いけないという、スペインなどでも立法化さ

れた政策のひとつ。（オブリゲーション：義務、

責任、債務） 
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(3)他自治体環境基本計画の参考事例 

 

事例１ 葛飾区第２次環境基本計画（H23.3）   

～社会経済システムへの対応を横断的視点に位置づけた計画策定   

 

 葛飾区では、今日の環境問題は複雑化する社会経済システムの中で横断的に対応していく必要

性を重視し、区民・事業者・区が責任を持って自主的な取り組みを促すための仕組みとして社会

経済システムへの対応を横断的な視点として位置づけている。 

 この具体的な内容としては、環境経営、グリーン電力証書、排出量取引などにより、経済的な

インセンティブ（誘因）、社会的なインセンティブの両面を付与するものとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例２ 荒川区環境基本計画（H20.9）   

～事業者・伝統工芸に視点をあてた計画策定   

 

 荒川区では、事業者の社会的な貢献の視点からの環境への配慮を重視し、こうした取り組みを

進める事業者が結果的には地元に愛され、消費者の信頼を得て、ひいては事業の発展につながる

といった好循環をねらった計画としている。 

また、具体的には環境ビジネス分野の起業・育成と支援、環境配慮製品の区からの PR などを掲

げている。また、荒川区が持つ地場産業、伝統工芸、ものづくりの多様な技術を適切に保全し、

これらの複合から新たな環境配慮型新製品や新サービスの創出を図るとしている。 
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事例３ 第 3 次名古屋市環境基本計画（策定中）   

～バックキャスティング手法による計画策定   

 

 名古屋市では今回の計画策定に先駆け、およそ 40 年後の 2050 年における個別分野毎の将来像

を描いた戦略を策定している。環境基本計画においては、これらの将来像実現を見据えつつ、当

面（2020 年）までに何に取り組むべきかをついて策定を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例４ 川崎市環境基本計画（H23.3 月全面改定）   

定性的な「総合的目標」と「指標」による重層的な目標設定   

 

 川崎市では、「めざすべき環境像」の実現を図るためのより具体的な像として、「６つのまちの

姿」を示し、それらの実現に向けたそれぞれの取組みを「環境政策」として掲げ、定性的な「総

合的目標」を設定している。 

 また、「環境政策」に関係する「環境要素」「環境項目」についても目標を設定し、これらにつ

いては、それぞれ指標を示し、年次報告書による計画の進行管理を行っていく際に達成状況の把

握に活用するようにしている。 
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